
第Ⅰ章　森林の整備・保全

70－令和６年度森林及び林業の動向 

(６)社会全体で支える森林
も り

づくり 
(全国植樹祭と全国育樹祭) 

「全国植樹祭」は、国土緑化運動の中心的
な行事であり、天皇皇后両陛下の御臨席を仰
いで毎年春に開催されている。令和６(2024)
年５月には、「第74回全国植樹祭」が岡山県
で開催された。天皇皇后両陛下は、アカマツ、
スギ(少花粉)、クロガネモチ等をお手植えに
なり、ヒノキ(少花粉）、ヤマザクラ等をお手
播きになった(資料Ⅰ－22)。令和７(2025)年
には、「第75回全国植樹祭」が埼玉県で開催
される予定である。また、「全国育樹祭」は、

事例Ⅰ－６ 岐阜県飛驒
ひ だ

市における法人への業務委託による地域林政
アドバイザー制度の活用 

岐阜県飛驒市は、森林が約９割を占めている一方で、林務専門職員が不在の中、令和元
(2019)年度から開始の森林経営管理制度への対応が追いつかなくなることを見据え、平成
30(2018)年度から地域林政アドバイザー制度を活用して法人に業務委託している。 

法人委託の目的として、豊富な知識や経験を有する専門人材が市の森林・林業行政に対し
て支援・助言を行う体制を構築し、市が主体となった森林経営及び管理の推進や、林務担当
職員の早期の習熟度向上を図ることとしている。 

業務委託を受けた法人から派遣された地域林政アドバイザーは、森林経営管理制度の計
画的な実施に向けて、令和２(2020)年度に体制整備及び実施に当たっての基本方針の策定、
対象森林と優先順位の決定に対する支援や助言を行った。また、令和３(2021)年度以降は、
飛驒市が飛驒市森林集約化推進協議会に委託している意向調査、現地調査、現地立会確認、
集積計画案作成等の業務に関する連絡・調整、実行支援等を継続して行っている。同市では、
令和５(2023)年度末までに人工林において意向調査104.04ha、集積計画作成40.11ha、間伐
35.41haが実施された。 

そのほか、同市では、広葉樹林整備に係る基本方針に関する業務や里山林の整備及び管理
に関する業務など、地域の実状に即した業務も含め、地域林政アドバイザーによる業務支援
が行われている。 

意向調査地元説明会 境界明確化の現地立会確認 

資資料料ⅠⅠ－－2222  第74回全国植樹祭(岡山県)

お手播きをされる天皇皇后両陛下 
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